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ま
す
。

　

史
跡
地
や
、
現
地
調
査
の
移
動
ル

ー
ト
、
そ
の
周
辺
地
域
で
８
月
上
旬

か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
行
政
区
や
団

体
、
機
関
の
活
動
と
し
て
清
掃
や
草

刈
り
な
ど
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
自
宅
周
辺
の
一
層
の
美
化
に
努

め
る
方
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち　

区
で
は
行
政
区
活
動

20

と
し
て
８
月
５
日
、
現
地
調
査
移
動

ル
ー
ト
に
含
ま
れ
る
町
道
沿
い
の
草

刈
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

毛
越
寺
大
路
商
店
街
協
同
組
合

や
、
平
泉
小
３
年
か
ら
６
年
ま
で
の

児
童
は
そ
れ
ぞ
れ
、
毛
越
寺
線
を
中

心
に
ご
み
拾
い
な
ど
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

古
く
な
っ
た
看
板
、
店
舗
や
施
設

の
の
ぼ
り
な
ど
も
、
調
査
を
前
に
多

く
が
取
り
外
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
皆
さ
ん
に
よ
る
環
境
整
備

の
取
り
組
み
は
、
イ
コ
モ
ス
調
査
に

向
け
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
来
年
の

世
界
遺
産
登
録
の
実
現
と
、
今
後
の

世
界
遺
産
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
一
丸
と
な
っ
て
美

し
い
平
泉
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

今
回
は
多
く
の
皆
さ
ん
の
環
境
整

備
へ
の
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

イ
コ
モ
ス
の
現
地
調
査
を
前
に
、

町
内
で
は
各
所
で
環
境
整
備
が
行
わ

れ
、
町
全
体
が
美
し
さ
を
増
し
て
い
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３
日
間
の
イ
コ
モ
ス
現
地
調
査
を

終
え
８
月　

日
、
調
査
に
対
応
し
た

30

文
化
庁
と
県
、
平
泉
町
と
一
関
市
、

奥
州
市
の
関
係
者
ら
に
よ
る
記
者
会

見
が
一
関
市
役
所
で
開
か
れ
ま
す

（
記
事
作
成
は　

日
時
点
）。
現
地
調

29

査
の
成
果
が
報
告
さ
れ
、
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
記
者
会
見

の
内
容
は
、
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

イ
コ
モ
ス
は
来
年
５
月
ご
ろ
、
現

地
調
査
の
報
告
と
、
別
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
推
薦
書
の
審
査

を
ま
と
め
た
評
価
レ
ポ
ー
ト
を
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
。
同

７
月
に
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
で
開
か

れ
る
世
界
遺
産
委
員
会
で
、
平
泉
の

文
化
遺
産
の
登
録
可
否
が
審
議
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

イ
コ
モ
ス
調
査
を
踏
ま
え
町
で
は

今
後
、
来
年
の
世
界
遺
産
登
録
を
確

実
な
も
の
に
す
る
た
め
文
化
庁
、県
、

関
係
市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

写真右上／平泉小児童による毛越寺線歩道の
ごみ拾い　写真左上／のぼりを取り外した悠
久の湯平泉温泉　写真右下／町内各地で行わ
れた草刈り作業（写真は町職員による柳之御
所遺跡周辺の草刈り）　写真左下／駒形峰展
望台への上り口道路沿いでは、伸び過ぎたア
ジサイがせん定された
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町
で
は
、
自
然
と
歴
史
が
織
り
成

す
平
泉
の
美
し
い
景
観
を
保
存
、
継

承
し
て
い
く
こ
と
を
重
要
な
施
策
の

一
つ
と
考
え
、平
成　

年
１
月
に「
平

17

泉
の
自
然
と
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
景
観
条
例
」
を
施
行
、
同
年

　

月
に
は
景
観
法
に
基
づ
く
「
景
観

10行
政
団
体
」
の
指
定
を
受
け
、
景
観

形
成
と
ま
ち
づ
く
り
が
連
動
し
た

「
景
観
計
画
」を
定
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

景
観
計
画
は
、
浄
土
思
想
を
基
調

と
し
た
歴
史
的
遺
産
と
、
そ
の
周
辺

の
様
相
が
周
囲
の
自
然
環
境
と
一
体

と
な
っ
て
形
成
す
る
文
化
的
景
観

を
、
将
来
の
世
代
に
保
存
継
承
す
る

と
と
も
に
、
景
観
の
保
全
に
つ
い
て

必
要
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
が
そ
の
意
義
を
理
解
し
、
世
界

遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
親
し
み
と
誇
り

を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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景
観
計
画
で
は
、「
平
泉
の
浄
土
思

想
を
基
調
と
す
る
文
化
的
景
観
を
守

り
育
て
る
」
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
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届
け
出
が
必
要
な
行
為
は
、
建
築

物
に
つ
い
て
は　

平
方
㍍
以
上
の
新

10

築
や
増
築
、
外
観
の
変
更
。
工
作
物

に
つ
い
て
は
、
高
さ
５
㍍
を
超
え
る

煙
突
・
柱
・
高
架
水
槽
、
高
さ
１
・

５
㍍
を
超
え
る
擁
壁
・
柵
・
塀
、
高

さ　

㍍
を
超
え
る
電
柱
の
設
置
な
ど
。

15
１
０
０
０
平
方
㍍
を
超
え
る
開
発
行

為
。
高
さ
１
㍍
を
超
え
る
自
動
販
売

機
の
設
置
。
伐
採
面
積　

平
方
㍍
を

50

超
え
る
木
材
の
伐
採
、
３
０
０
平
方

㍍
を
超
え
る
土
石
の
採
取
や
の
り

面
・
擁
壁
・
土
地
の
造
成
な
ど
で
す
。
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史
跡
地
周
辺
な
ど
文
化
的
景
観
の

継
承
に
必
要
な
地
域
、
農
村
景
観
の

保
全
が
必
要
な
地
域
（
主
要
地
方
道

平
泉
厳
美
渓
線
沿
道
の
両
側
５
０
０

㍍
）、平
泉
の
南
の
玄
関
口
と
な
る
地

域
（
国
道
４
号
、
旧
国
道
４
号
線
沿

道
の
両
側
１
０
０
㍍
）
を
景
観
法
に
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ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助

言
の
下
、
ス
ム
ー
ズ
な
計
画
運
用
を

図
り
ま
す
が
、
基
準
に
適
合
し
な
い

場
合
な
ど
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
罰

則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�

開
発
や
建
設
に
際
し
て
地
区
の
特
徴

を
保
全
す
る
た
め
に
少
な
く
と
も
守

る
べ
き
ル
ー
ル
を「
景
観
形
成
基
準
」

と
し
ま
し
た
。

　
「
自
然
と
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
景
観
条
例
」
の
基
準
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、
新
し
い
視
点
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
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基
づ
く
「
景
観
地
区
」
と
「
準
景
観

地
区
」
に
指
定
し
ま
す
。
こ
れ
以
外

の
地
域
が
景
観
計
画
区
域
と
な
り
ま

す
。
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景
観
地
区
、準
景
観
地
区
内
で
は
、

着
手
の　

日
前
ま
で
に
町
で
定
め
る

30

図
書
を
提
出
し
、
町
か
ら
認
定
を
受

け
な
け
れ
ば
建
築
な
ど
を
行
え
ま
せ

ん
。
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
は
適

合
証
を
、
適
合
し
な
い
も
の
に
は
適

合
不
可
の
通
知
を
出
し
ま
す
。
基
準

に
適
合
し
な
い
行
為
に
つ
い
て
は
、

形
態
意
匠
や
設
計
の
変
更
な
ど
必
要

な
勧
告
・
命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
認
定
が
な
い
と
行
為
が
で
き

な
い
な
ど
、
よ
り
強
い
規
制
と
な
り

ま
す
。
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景
観
計
画
区
域
内
で
は
、
町
で
定

め
る
図
書
を
着
手
の　

日
前
ま
で
に

30

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
基

準
に
適
合
し
な
い
行
為
に
つ
い
て

は
、設
計
の
変
更
な
ど
必
要
な
勧
告
・

命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。


